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隣り人になったイエス


［マタイによる福音書27章35～50節］
[bookmark: 40027035][bookmark: 40027036][bookmark: 40027037][bookmark: 40027038]彼らはイエスを十字架につけると、くじを引いてその服を分け合い、そこに座って見張りをしていた。イエスの頭の上には、「これはユダヤ人の王イエスである」と書いた罪状書きを掲げた。
[bookmark: 40027039][bookmark: 40027040][bookmark: 40027041][bookmark: 40027042][bookmark: 40027043][bookmark: 40027044][bookmark: 40027045]折から、イエスと一緒に二人の強盗が、一人は右にもう一人は左に、十字架につけられていた。そこを通りかかった人々は、頭を振りながらイエスをののしって、言った。「神殿を打ち倒し、三日で建てる者、神の子なら、自分を救ってみろ。そして十字架から降りて来い。」同じように、祭司長たちも律法学者たちや長老たちと一緒に、イエスを侮辱して言った。「他人は救ったのに、自分は救えない。イスラエルの王だ。今すぐ十字架から降りるがいい。そうすれば、信じてやろう。神に頼っているが、神の御心ならば、今すぐ救ってもらえ。『わたしは神の子だ』と言っていたのだから。」一緒に十字架につけられた強盗たちも、同じようにイエスをののしった。
[bookmark: 40027046][bookmark: 40027047][bookmark: 40027048][bookmark: 40027049][bookmark: 40027050]さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。「エリ、エリ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」という意味である。そこに居合わせた人々のうちには、これを聞いて、「この人はエリヤを呼んでいる」と言う者もいた。そのうちの一人が、すぐに走り寄り、海綿を取って酸いぶどう酒を含ませ、葦の棒に付けて、イエスに飲ませようとした。ほかの人々は、「待て、エリヤが彼を救いに来るかどうか、見ていよう」と言った。しかし、イエスは再び大声で叫び、息を引き取られた。

[1] 「御心のままに」
　先週、私たちは主イエス様の「ゲツセマネの祈り」の箇所を見ました。その時のメッセージのタイトルを「心が揺れ動く主イエス」とつけてお話しさせて頂きました。ゲツセマネで、父なる神様の御心を受けとめるギリギリの戦いを、イエス様は、繰り返し祈ることによって戦い抜いて下さいました。イエス様はそこではじめ「この杯をわたしから過ぎ去らせてください」（マタイ26:39）と祈られたのです。本当に苦しい祈りだったと思います。これはある意味私たちの「神観」を覆すことだと思います。私たち、「神」というと、どうしても「全知全能の存在」とか「最強の存在」と思いますよね。しかしそういう「神観」からはキリスト教信仰には入りにくいかもしれません。キリスト教の神、もっと言えばキリストという神は、弱くなられた神です。「こんな杯、わたしは飲みたくはありません」と仰っているのです。イエス様はこの時、闇に乗じてゲツセマネから姿を消すことだって出来たと思います。しかしそうはされませんでした。祈りの中で「できることなら過ぎ去らせてください。しかし、私の願いどおりではなく、御心のままに」と、揺れ動く心の中で、神様の御思いの方を‟選択”なさったのです。
今日は27章の十字架の出来事からですが、言ってみれば今日の箇所で記されていることは、イエス様のその「御心のままに」という受け止めが、そのまま形になったことだ、とも言えます。ですから、と言ったらよいか、今日の箇所の中では、イエス様は全く言葉を発しておられませんね。一つの言葉（叫び）以外は。（その一言についてはあとで触れたいと思います）。

[2]　主の十字架上の叫び
先ほど27章の35節から読んで頂きましたが、特に44節までは、ここで起こっていることは本当にとんでもないこと、残酷なことです。ローマ兵に良いように弄ばれ、強盗と共に十字架につけられます。そして群衆も宗教家たちも皆こぞって、見せ物となったイエス様に罵詈雑言を浴びせ、嘲笑しています。
しかし思うに、この出来事は、先ほども申しましたけれども、私たちがもともと持っている神観（或いは、信仰と言っても良いかもしれませんが）とのズレや乖離があるからだと思います。十字架にかけられたイエス様に向って吐かれた言葉はこうです。40節以下をお読みします。―「神殿を打ち倒し、三日で建てる者、神の子なら、自分を救ってみろ。そして十字架から降りて来い。」同じように、祭司長たちも律法学者たちや長老たちと一緒に、イエスを侮辱して言った。「他人は救ったのに、自分は救えない。イスラエルの王だ。今すぐ十字架から降りるがいい。そうすれば、信じてやろう。神に頼っているが、神の御心ならば、今すぐ救ってもらえ。『わたしは神の子だ』と言っていたのだから。」一緒に十字架につけられた強盗たちも、同じようにイエスをののしった。」
「自分も救えないのに、神だなんてちゃんちゃらおかしい」「今すぐそこから降りてくる奇跡を見せてくれれば、信じてやってもいいぞ」という、そんな言い分です。人間がもともと持っている神のイメージがある。それに当てはまらない神は神ではない、いや、神の子などと言うなんてとんでもない高慢な男だ、そんな奴は処刑されて当然だ。人々は十字架上のイエス様をののしります。ある意味、自分の信仰心からイエス様を叩いているのです。イエス様はどういう思いでこの事柄を受け止めていらっしゃったのでしょうか？恐らくこの様なことになるということは覚悟されていたでしょう。しかし、この後のイエス様の叫びの声に、私たちは驚かされます。これが、マタイが記す十字架上のたったの一言です。

45節以下をお読みします。―「さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。『エリ、エリ、レマ、サバクタニ。』これは、『わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか』という意味である。」
これは、イエス様の嘆きではなく、詩編22編の冒頭の言葉を言われたのだと言われることがあります。そしてその詩篇22編の後半は讃美に変わっていくので、神様への深い信頼の言葉を言われたのであって、絶望の叫びではないと解釈する人もあります。でもどうなのでしょう？「イエスは大声で叫ばれた」のです。私はこれは、私たちにはその深さと言うのは分かりませんけれども、一度はここで父なる神様から切り離されるということ、「なぜ？」と神様が本当に分らなくなるという絶望を体験されたのではないかと思います。イエス様は、今、ただ神様だけに向って訴えているのです。イスラエルの民が自分を捨てたとか、弟子たちが自分を捨てたのだとは訴えてはいませんね。「エリ、エリ」、「わが神よ、わが神よ」と、それこそ揺れ動く心そのままに、神様に激しくぶつかっているのです。これはイエス・キリストだけがなさった、イエス様だけに許された戦いだったと言って良いのではないでしょうか。神様に裁かれることがどういうことかをご存じでおられる唯一の方が、その底なしの沼をここで体験された。この「現実」を逃げず、まともにその身に負ったのだと思います。この時、「全地は暗くなった」（45節）と書いています。人ではなく、神様ご自身が、御子イエスを裁かれた。それは、これまで世界が経験したことのない闇だったのだと思います。

[3] 「向こう側」を通り過ぎて行く私たちのために
　皆さん、今日の箇所をお読みになって、どのようなことをお感じになるでしょうか？今週は受難週です。毎日毎日イエス様のことを思い巡らしながら過ごせたらと思います。先ほど交読で読んだイザヤ書53章をゆっくり読んでみるのも良いと思います。
私は、この十字架の一連の物語を通して、心に浮かび上がってきた聖書の箇所があるのです。それは、イエス様が語られた「善きサマリア人」の譬え話（ルカ10:25～37）です。皆さん、よくご存じの譬え話だと思います。突然追いはぎに襲われて、半殺しの目に遭った旅人がいて、道端に倒れていた訳です。その道でその倒れた人を見つけた者たちもいた。それは祭司であり、レビ人であったが、彼らは見て見ぬふりをして、道の「向こう側」を通って行ってしまったと。しかし、後から来た異邦人であるサマリア人は、その旅人を見つけると助け出し、出来ることをした。さらに宿屋迄連れて行き、宿の主人に介抱をお願いし、その宿代も支払ったという話で、イエス様は「だれがこの傷ついた人の隣人になったと思うか」と尋ねている譬え話です。ある意味、子どもでも良く分かる譬え話です。
　私たち、このサマリア人のようになることを薦められていると思いますし、このサマリア人も、まぁ彼が出来る範囲のことをした訳ですが、私はこの譬えで、自分はこの「向こう側」を通り過ぎて行った祭司やレビ人と同じ心を持っているな、と改めて思ったのです。彼らは、‟自分は神様を知っているしそれなりの働きをしている”と思っている信仰者でした。彼らがなぜ旅人を置き去りにしたのか。色々な言い訳が出来るかもしれませんが、結局傷ついた人の「向こう側」を通って行き過ぎたのです。「関わる」ことが面倒なのだと思います。自分の手は汚したくない。また、自分には守るべき大切な生活があると。今そんなことに時間は使えない。…自分自身も「向こう側」を行く者だと指摘された様に思います。結局自分第一です。根深い罪です。イエス様はそのことをよくご存じで、その自分の本性に抗って「隣り人」になって行くこと、それが神の御心なのだと仰っているのではないでしょうか。そして、それは簡単なことじゃないと思います。

　あの十字架の場面、ローマ兵も、一緒に十字架についた強盗も、群衆も、祭司や律法学者も民の長老も、皆イエス様をののしったのです。傷ついたイエスの隣り人になるなどという心は自分の中にはないことが炙り出されています。そうです。皆が「向こう側」を通り過ぎて行ってしまったのです。通り過ぎるどころか、この場面を楽しんでいる、その闇のような心が見えています。これが、私たちの、私の罪です。しかし、イエス様はここに留まっているのです。先ほどの譬え話の問いが響いてきます。―「だれがこの人たちの隣り人になったと思うか？」―イエス様ご自身ではないですか!?　イエス様が、私たち、神様が分らない、神様を喜んで捨てる私たちの「隣り人」になって下さったのです！そう思うと、「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」、これは、本来私たち自身の叫びなのではないでしょうか？主はそこまで私たちの「隣り人」になって下さったのです。傷ついた旅人ならぬ傷ついた神の子が、私たちの罪をその身に負い、そして、私たちを本当に癒して下さったのです。私たちはその完成を、主の復活を通して与えられます。この週は、主の十字架の痛みと絶望こそわがため、と受け止め、祈りの内に過ごしてゆきたいと思います。お祈り致しましょう。

十字架において私たちの真の「隣り人」になって下さった主よ、その神様とあなたとの間でなされた御業を私たちは知り尽くすことは出来ません。でもこのことをあなたが私たちを決して見離さない深い愛の出来事、「アーメン」と感謝して受け止めて行きたいと思います。どうか、私たちに、「あなたこそ私の神です」との信仰を与えて下さり、罪の力に誘われる時、どうぞ力となって下さい。主イエス。キリストの御名によって祈ります。アーメン。
 2 / 2

